












はじめに 

1976 年、Friedman らにより必須脂肪酸欠乏に陥った未熟児例の報告があり、これらの症例

はいずれも生後早期に欠乏状態を示し、未熟児では乳児に比し容易に必須脂肪酸欠乏に陥

入り易いと考えられる。 

私達は最近、新生児期早期に必須脂肪酸欠乏状態に陥った症例を経験したのでその 2症例

を中心に、新生児期未熟児がなぜ容易に必須脂肪酸欠乏に陥入り易いかを究明するために

血清レシチン中脂肪酸構成の生後日今による変化を調べ、静注用脂肪乳剤の臨床応用の評

価について検討を行った。 


